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＜アンケート調査概要＞ 

調査仕様 

調査名（回答者への表示）： 

ビジネスケアラー・ワーキングケアラー向け定量調査 

調査地域：全国 

調査対象：家族の介護をしている会社員 

サンプルサイズ・割付：1,000名 

調査手法：インターネットアンケート 

調査時期：2024年 12 月 2日～12月 6日 

 

＜主要なアンケート調査結果（一部抜粋）＞ 

※以下すべて、日本総研実施アンケート調査結果を基に作成。 

※全設問および回答については、日本総研ウェブサイト（https://www.jri.co.jp/MediaLibrary/file/pdf/com-

pany/release/2025/0522-2.pdf）をご参照ください。 

 

【介護をしている家族の認知機能状況 × 介護による仕事への影響】 

（介護を受ける家族が）認知機能障害が重度の人ほど、介護にあたって「仕事に影響がある」と答える人の割

合が高い。認知機能が低下していない AD8-Jのスコア 0～1の人に比べ、認知機能障害が見られるスコア 2～

4の人、認知機能障害が重度である 5～7の人の方が、介護にあたって「仕事に影響がある」と答える人の割合

が高い。 
※介護をしている家族の生活場所：同居ありと答えた人のみ（n=714） 

 
・家族の介護に対して、下記の仕事への影響がどの程度の頻度でありますか。（単回答） 
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57.6%
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40.8%
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68.1%

67.8%

67.8%

45.8%

58.7%

57.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

介護の精神的ストレスで仕事に集中できない

介護の肉体的な疲労が残ってしまい、

仕事に身が入らない

介護のために仕事の業務時間を減らす

（欠勤や遅刻、早退をする）

介護のために仕事の業務スケジュールや

労働条件の調整を勤め先に依頼する

家族介護を始めたことで

職場の人との関係が悪くなる

介護のために仕事を断る、

または昇進をあきらめる

介護のために離職を検討する

頻繁にある or 時々あると答えた人の割合

AD8-Jのスコア0～1（n=125） 2～4（n=217） 5～7（n=373）

https://www.jri.co.jp/MediaLibrary/file/pdf/company/release/2025/0522-2.pdf
https://www.jri.co.jp/MediaLibrary/file/pdf/company/release/2025/0522-2.pdf


 

 

 
AD8-J：家族・介護者の情報に基づく軽度認知障害および認知症の簡易的・初期的な評価法。2 点以上は MCI（軽度認知障害）

もしくは認知症の可能性がある。得点が高いほど認知機能障害は重度。【得たいと考える認知症に関する知識】 

認知症の家族を介護している人があれば良かったと考える、または認知症の家族を介護していない人が得た

いと思っている認知症関連の知識としては、認知症に対するサポートの知識（「認知症の人への適切なサポー

ト方法について」、「認知症を持つ人の家族や介護者の支援方法について」）や認知症そのもの知識（「認知症

の早期発見・診断について」、「認知症の症状や進行の仕方について」、「認知症の原因について」）という回答

が多かった。 

  
・介護をしている家族が認知症あり：過去を振り返って、どの様な認知症に関する正しい知識があれば良かったと思いますか。（複数回答） 

・介護をしている家族が認知症なし：どのような認知症に関する正しい知識を得たいと思いますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【認知症家族介護に関して企業に求める制度】 

認知症家族介護に関して企業に求める制度として、認知症のサポートに関する制度（「家族介護を支援する制

度の周知の機会」、「家族の認知症を早期発見・診断するための支援」）や認知症そのものの理解に関する制

度（「正しい認知症を学ぶ機会」）という回答が多かった。 

 
・あると望ましいと考える認知症の家族の介護に関連する従業員向けの制度や支援は何ですか。（複数回答） 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

認知症の人への適切なサポート方法について

認知症の早期発見・診断について

認知症の症状や進行の仕方について

認知症を持つ人の家族や介護者の支援方法について

認知症の原因について

認知症の薬について

認知症に関する社会的な認識や偏見の問題について

その他

わからない

介護をしている家族：認知症あり（n=524） 介護をしている家族：認知症なし（n=477）
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43.4%

42.6%

37.4%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

家族介護を支援する制度の周知の機会

正しい認知症を学ぶ機会

家族の認知症を早期発見・診断するための支援

家族が認知症になった（疑いを含む）際に

相談できる産業医、産業保健師等の設置

家族が認知症になった（疑いを含む）際に

会社から紹介してもらえる医療機関等の設置

その他

必要な制度や支援は無い

介護をしている家族：認知症あり（n=524）


